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プロジェクト体系図

□ 地域の情報や魅力を積極的に発信し、由布市に関心を持つ人とのつながりを深める取組を進める
□ 由布市への移住を促す仕組みづくりや、移住者の受入体制の構築
□ ふるさと納税など、新たなファン層の獲得に向けた取組の推進　　　など

○ 移住特設サイトなどを活用した地域情報の発信
○ 地域資源、特産品を活用した「ゆふブランド」の確立
○ 農泊など都市と農村の交流機会の創出
○ 神楽の保存・継承や体験機会の提供

○ 個人版・企業版ふるさと納税の推進
○ 空き家バンクの利活用の促進
○ 移住・定住を図る仕組みづくり　　　など

由布市の多様な魅力を効果的に発信し、由布市に関心を持つ人とのつながりを
深めることで、関係人口（ゆふのファン）を増やし、移住・定住につなげます。

● 観光にとどまらず、由布市に関わり続けてくれる人を増やしていくことが課題となっている。
● 来訪者との交流や継続的な情報発信により、地域とのつながりを深め、移住・定住につなげる
　 仕組みが必要である。　　　など

由布市の課題

プロジェクトの内容

目標

※昭和55年（1980年）～平成27年（2015年）は国勢調査、令和２年（2020年）の値は住民基本台帳の実数値
※推計値は、国立社会保障・人口問題研究所が公表した「日本の地域別将来推計人口　令和5（2023）年推計」をもとに、住民基本台帳のデータを用いて独自推計を行ったものです。

総合計画に掲げる「まちづくりの目標」や「目指す将来像」を実現し、
よりよい由布市をつくるために、13のプロジェクトに取り組みます。

総合戦略とは？
由布市が抱える課題を解決し、目指す将来像を実現するために、

今後５年間のまちづくりで、特に力を入れて行う取組を示した計画です。

目標実現に
向けて

取り組むこと

プロジェクト基本構想のまちづくりのテーマ

由布市総合戦略（第3期）
ダイジェスト版

みんなで支え合う、
安心・安全なまちづくり

誰もが健やかに暮らせるまちづくり

豊かな環境の中で
快適な暮らしができるまちづくり

人や文化を育むまちづくり

生業をつなぎ、
地域が潤うまちづくり

由布の魅力発信
ファンとつながるまちづくり

総合戦略  1　みんなで防災プロジェクト

総合戦略  2　みんなで支えるくらしと交通プロジェクト

総合戦略  3　地域コミュニティ強化プロジェクト

総合戦略  4　健康サポート強化プロジェクト

総合戦略  5　持続可能な環境づくりプロジェクト

総合戦略  6　行政サービスデジタル化プロジェクト

総合戦略  7　豊かな住環境創出プロジェクト

総合戦略  8　こどもまんなか 子育て満足度向上プロジェクト

総合戦略  9　学びあふれる豊かな人生プロジェクト

総合戦略 10   次世代につなぐ、儲かる農業実現プロジェクト

総合戦略 11  次世代につなげよう、未来を見据えた仕事づくりプロジェクト

総合戦略 12　持続可能な観光まちづくりプロジェクト

総合戦略 13　ゆふのファンづくりプロジェクト

具体的な
プロジェクトの紹介は

次ページから！
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みんなで防災プロジェクトみんなで防災プロジェクト総合戦略 1

みんなで支えるくらしと交通プロジェクトみんなで支えるくらしと交通プロジェクト総合戦略 2

地域コミュニティ強化プロジェクト地域コミュニティ強化プロジェクト総合戦略 3

健康サポート強化プロジェクト健康サポート強化プロジェクト総合戦略 4

□ 緊急自動車などの整備や避難所の確保などによる、消防・救急体制と避難支援体制の強化
□ 情報発信や防災教育などによる、防災に関わる担い手の確保と育成
□ 自助・共助・公助の連携による地域防災力の向上　　　など

○ 消防・救急車両や防災備蓄倉庫などの整備
○ 指定避難所の適正配置（危険な場所を避ける）
○ 消防団への研修の実施や防災士の育成
○ 消防団活動のＰＲ

○ 防災ハザードマップの見直しや防災教育の実施
○ 由布市公式アプリなどによる情報発信
○ 避難に支援が必要な方への対策
○ 防犯パトロールの実施　　　など

地域の防災体制を見直し、さまざまな立場の人 （々みんな）が協力して、
持続可能な防災・防犯の仕組みをつくります。

● 風水害などのさまざまな災害や、南海トラフ巨大地震などの大規模災害に備える必要がある。
● 避難者の受入体制や避難路の整備、地域防災の担い手確保などが、これまで以上に求められている。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

由布市の課題

プロジェクトの内容

目標

目標実現に
向けて

取り組むこと

□ 利用者ニーズに柔軟に対応できる地域公共交通の仕組みづくり
□ 広報や利用促進策の強化による、ユーバスの利用促進
□ 福祉・医療、教育、商工などのさまざまな分野と連携した移動支援の推進　　　など

○ 地域の交通の見直しと移動手段の確保
○ 運転免許を返納した人への支援
○ 公共交通の利用促進に向けた情報発信

○ 地域の実情やデータを活用したユーバスの見直し
○ 通院や買い物などが難しい方への移動支援　　 など

地域の状況やデータを基に、福祉や商工など、さまざまな分野と協力
しながら、みんなが使いやすい交通の仕組みをつくります。

● 利用者ニーズの多様化により、特に高齢者や運転免許を返納した人の移動手段が確保しづらくなっている。
● 誰もが快適に生活できるよう、交通や移動支援の仕組みづくりが必要。　　など

由布市の課題

プロジェクトの内容

目標

□ 地域活動の担い手となる人材の発掘・育成と地域の実情に応じた支援体制づくり
□ さまざまな世代や立場の人が交流できる地域コミュニティづくりを進める
□ 地域の魅力や活動内容を積極的に発信し、地域活動への参加のきっかけを広げる　など

○ 地域住民が主体となる地域づくりの推進
○ 地域住民が企画する活動への支援
○ 地域コミュニティ組織の設立・運営支援
○ 地域の実情に応じたコミュニティ活動への支援

○ 地域内外の人に開かれた情報発信と
 　コミュニティづくり
○ 地域おこし協力隊の受け入れ
○ 自治会の活動の支援　　　など

世代や立場を超えて、地域のみんなが関わり合うコミュニティを育み、
地域の活力を高めます。

● 人口減少・少子高齢化の進行により、地域を支える担い手が不足している。
● 若年層や子育て世代が関心を持って参加できる、新たな地域活動のあり方が求められている。
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   など

由布市の課題

プロジェクトの内容

目標

○ 母子の健康づくりの支援
○ 妊娠中の健診や出産にかかる交通費などの支援
○ 健診やがん検診の推進と生活習慣病予防の啓発
○ 自分に合った健康づくりができる仕組みづくり
○ 健康づくりリーダーや認知症サポーターの育成

○ 健康増進施設などの利用の促進
○ 大分県公式健康アプリ「あるとっく」、由布市公式
　 アプリやLINEなどの、ICT（情報通信技術）の活用
○ 食生活の改善や食育の推進　　　など

□ 健康寿命を延ばすための取組の推進
□ 地域で支え合いながら健康づくりを進める環境づくり
□ 健康づくりへの理解や関心を高めるための情報発信　　　など

みんなが心身ともに健やかに暮らせるよう、さまざまな支援と情報発信を
行い、一人ひとりの健康づくりを支えます。

● 健康寿命を延ばすために、市民一人ひとりの健康意識を高め、セルフケアを推進する必要がある。
● 地域住民や関係機関と連携しながら、健康づくりを進めていくことが求められている。　　など

由布市の課題

プロジェクトの内容

目標

目標実現に
向けて

取り組むこと

目標実現に
向けて

取り組むこと

目標実現に
向けて

取り組むこと
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みんなで支えるくらしと交通プロジェクトみんなで支えるくらしと交通プロジェクト総合戦略 2

地域コミュニティ強化プロジェクト地域コミュニティ強化プロジェクト総合戦略 3

健康サポート強化プロジェクト健康サポート強化プロジェクト総合戦略 4

□ 緊急自動車などの整備や避難所の確保などによる、消防・救急体制と避難支援体制の強化
□ 情報発信や防災教育などによる、防災に関わる担い手の確保と育成
□ 自助・共助・公助の連携による地域防災力の向上　　　など

○ 消防・救急車両や防災備蓄倉庫などの整備
○ 指定避難所の適正配置（危険な場所を避ける）
○ 消防団への研修の実施や防災士の育成
○ 消防団活動のＰＲ

○ 防災ハザードマップの見直しや防災教育の実施
○ 由布市公式アプリなどによる情報発信
○ 避難に支援が必要な方への対策
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地域の防災体制を見直し、さまざまな立場の人 （々みんな）が協力して、
持続可能な防災・防犯の仕組みをつくります。

● 風水害などのさまざまな災害や、南海トラフ巨大地震などの大規模災害に備える必要がある。
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プロジェクトの内容

目標

目標実現に
向けて

取り組むこと
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持続可能な環境づくりプロジェクト持続可能な環境づくりプロジェクト総合戦略 5

行政サービスデジタル化プロジェクト行政サービスデジタル化プロジェクト総合戦略 6

豊かな住環境創出プロジェクト豊かな住環境創出プロジェクト総合戦略 7

こどもまんなか 子育て満足度向上プロジェクトこどもまんなか 子育て満足度向上プロジェクト総合戦略 8

□ ごみの減量や省エネの心掛けなど、個人で実行可能な取組の普及
□ 温泉や水、森林など地域の自然資源の保全に向けた取組の推進
□ 地域や関係機関と協力して環境保全の取組を進める　　　など

○ 環境学習会や環境保全活動の実施
○ ごみ減量に向けた学習会、３きり運動・４Ｒの啓発
○ ごみ分別の周知など日常生活での取組の促進
○ 水源地や森林環境の保全

○ 地域の特性を活かした、景観および環境に
 　やさしいエネルギーの活用
○ 由布市環境基本計画に基づく施策の推進　など

みんなで由布市の豊かな環境を守るために、環境保全への意識を高め、
ごみの減量から自然資源の保護まで、さまざまな取組を進めます。

● 地球温暖化への対応やごみの減量など、環境に配慮した取組が求められている。
● 豊かな自然環境を保全していくために、水環境や自然保護への関心を高め、保全の取組を
 　進めることが大切。　など

由布市の課題

プロジェクトの内容

目標

□ 行政手続きのオンライン化など行政サービスのデジタル化の推進
□ デジタル技術の活用による市役所業務の効率化　　　など

○ 来庁しなくても手続きができる取組を進める
○ 窓口や手続きの分かりやすさを高める

○ デジタル化を進める人材や体制を整える　　など

デジタル技術を活用し、みんなが利用しやすい行政サービスの向上を
図るとともに、仕事の進め方の効率化を進めます。

● 行政サービスを快適に利用できるよう、市役所へ行かなくても手続きが可能なサービスの拡充が必要である。
● 新しい技術の活用や人材育成など、行政デジタル化推進体制の構築が必要である。　　　など

由布市の課題

プロジェクトの内容

目標

□ 空き家対策や既存施設の適切な維持管理を進め、住環境の向上を図る
□ 移住・交通・福祉・防災などの社会課題と連携した施設整備や住環境づくりを進める　　など

○ 空き家バンクの活用や空き家対策の推進
○ 公共施設の適切な点検・維持管理
○ 道路や生活関連施設の整備・維持管理

○ 用水路・排水路の改修など生活基盤の安全対策
○ 大雨時のパトロールなど災害時の対応強化
○ 移住・定住の促進に向けた支援　　など

住宅や道路など身近な生活環境を整え、みんなが安心して暮らせる
住みよい環境づくりを進めます。

● 公共施設の老朽化や人口減少などに伴う空き家の増加が、安全面など、住環境に関する課題となっている。
● 住みよい環境を維持するため、インフラ施設の整備・管理を災害対策など他分野と連携して
　 進める必要がある。　など

由布市の課題

プロジェクトの内容

目標

□ 保育所やこども家庭センターなど、子育て支援施設の整備
□ 地域全体で子育てを支え合う仕組みづくりや交流の機会の充実
□ 多様な子育てニーズに対応するための支援ネットワークの強化　　　など

○ こどもの医療費の助成
○ 一時預かりや
 　ファミリーサポートセンター事業の実施
○ こどもが安心・安全に過ごせる場づくり
○ おむつクーポン券の配布

○ 保育士の確保に向けた取組
○ 子育て支援に関する情報発信や子育て世代の移住推進
○ 特に支援が必要な家庭や要保護児童に対する支援
○ 子育てに関する相談や助言の実施　　　など

子育て世代のニーズに寄り添いながら、地域みんなで子育てを
支え合い、安心してこどもを育てられる環境づくりを進めます。

● 子育て世代の多様なニーズに対応した、切れ目のない子育て支援体制の充実が求められている。
● 地域内で支え合いながら、こどもたちが心身ともに健やかに成長できる環境が必要とされている。　など

由布市の課題

プロジェクトの内容

目標
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向けて

取り組むこと
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次世代につなげよう、未来を見据えた仕事づくりプロジェクト次世代につなげよう、未来を見据えた仕事づくりプロジェクト総合戦略 11

持続可能な観光まちづくりプロジェクト持続可能な観光まちづくりプロジェクト総合戦略 12次世代につなぐ、儲かる農業実現プロジェクト次世代につなぐ、儲かる農業実現プロジェクト総合戦略 10

学びあふれる豊かな人生プロジェクト学びあふれる豊かな人生プロジェクト総合戦略 9

□ 地域内で新たな挑戦ができる人材の育成や起業の支援
□ 企業と就業希望者をつなぐマッチング機会の創出
□ 地場産業や、由布市で既に事業を営む企業や事業者への支援の強化　　　など

○ 魅力ある職場づくりに向けた労働環境の整備支援
○ 創業時に必要な初期費用など起業支援の実施
○ 就労マッチングシステムの運営

○ 異業種交流会や合同企業説明会の実施
○ 事業承継や引継ぎの支援
○ 企業の設備投資に対する支援　　　など

新しいことに挑戦する企業や起業を地域に迎え入れ、関係機関が
連携しながら、みんなが心地よく働ける環境づくりを進めます。

● 市内で働く場所や業種の選択肢が少なく、特に若年層などの人口流出が進んでいる。
● 起業や既存事業者への支援を強化し、新しい仕事や多様な働き方を生み出すことが求められている。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

由布市の課題

プロジェクトの内容

目標

□ “住んでよし、訪れてよし”の観光まちづくりのさらなる継承
□ 地域ごとの自然・文化・歴史などの資源の再評価と、それを活かした魅力ある体験の再構築
□ 多様なメディアや地域連携の効果的な活用と、由布市全体のブランドの構築・発信　　　など

○ 観光素材の磨き上げや魅力の発信
○ 広域観光ネットワークや周遊観光の推進
○ 観光関連施設の基盤整備

○ 温泉資源の保護と適正利用の推進
○ 滞在型の健康保養地づくりの推進
○ あらゆる地域や世代へ情報を届ける環境の整備　など

“住んでよし、訪れてよし”の「滞在型・循環型保養温泉地」の観光まちづくりを、
さらに発展的に継承します。

● 地域資源の魅力をさらに磨き上げ、効果的に発信していくことが求められている。
● 観光客の集中により、ごみのポイ捨てやマナーの問題など、住民生活への影響が見られる地域がある。　など

由布市の課題

プロジェクトの内容

目標
□ 担い手の確保や新規就農者の育成・定着を進め、持続可能な農業経営体制をつくる
□ 農作業の省力化や労働環境の改善、鳥獣害対策などによる生産性の向上　　　など

○ 農業の担い手の確保や新規就農者への支援
○ 耕作放棄地の抑制・減少に向けた取組
○ 農地利用の計画的な推進など農業振興の取組
○ 畜産の生産者への専門的な指導の実施

○ 市の推進作物を中心とした生産環境や生産体制の整備
○ 地元農産物の市内消費の推進や学校給食での活用
○ 電気柵の設置や捕獲対策など鳥獣被害防止の取組　など

農業を持続可能な産業とするため、儲かる農業の実現と担い手確保に
取り組みます。

● 農業の担い手の減少や農地管理の困難さなどにより、農業経営を取り巻く環境が厳しくなっている。
● 農業を持続可能な産業とするため、収益性の向上や生産体制の強化など、経営環境の改善が求め
　 られている。　など

由布市の課題

プロジェクトの内容

目標

□ 誰もが気軽に学びや交流を楽しめる場づくりや担い手の育成、情報発信の充実
□ ふるさとを知り、大切に思う学びの場や、安心・安全な教育環境の整備
□ 読書環境の整備や社会教育活動への参加意欲の向上など、学びの環境づくり　　　など

○ 生涯学習や社会教育の推進と情報発信の充実
○ ICT（情報通信技術）を活用した学びの機会の創出
○ 学校・家庭・地域が連携した見守りや育成の取組
○ 学校内の教育相談体制の充実
○ こどもの読書習慣の形成に向けた取組

○ 「由布の学び検定」など地域を学ぶ機会の充実
○ 文化財の保存・活用や文化資源の情報発信
○ スポーツ大会など交流機会の創出
○ 幼・小・中・高を見通した資質・能力の育成 　など

由布市の豊かな学びの環境を活かしながら、市民の関心やニーズを大切にして、
こどもから大人まで、みんなが学びや交流を楽しめる仕組みづくりを進めます。

● 生涯学習や社会教育活動の担い手が不足しており、運営の継続が課題となっている。
● ふるさとを誇りに思う心情の醸成や、次代の由布市を担うことのできる人材の育成が重要。　　など

由布市の課題

プロジェクトの内容

目標

目標実現に
向けて

取り組むこと

目標実現に
向けて

取り組むこと

目標実現に
向けて

取り組むこと

目標実現に
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取り組むこと
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6



人とつながり、未来を創る  住みよさ日本一のまち･由布市

このまちの未来は、みんなでつくる

まちづくりの目標

まちづくりの基本理念

ゆふのファンづくりプロジェクトゆふのファンづくりプロジェクト総合戦略 13
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プロジェクト体系図

□ 地域の情報や魅力を積極的に発信し、由布市に関心を持つ人とのつながりを深める取組を進める
□ 由布市への移住を促す仕組みづくりや、移住者の受入体制の構築
□ ふるさと納税など、新たなファン層の獲得に向けた取組の推進　　　など

○ 移住特設サイトなどを活用した地域情報の発信
○ 地域資源、特産品を活用した「ゆふブランド」の確立
○ 農泊など都市と農村の交流機会の創出
○ 神楽の保存・継承や体験機会の提供

○ 個人版・企業版ふるさと納税の推進
○ 空き家バンクの利活用の促進
○ 移住・定住を図る仕組みづくり　　　など

由布市の多様な魅力を効果的に発信し、由布市に関心を持つ人とのつながりを
深めることで、関係人口（ゆふのファン）を増やし、移住・定住につなげます。

● 観光にとどまらず、由布市に関わり続けてくれる人を増やしていくことが課題となっている。
● 来訪者との交流や継続的な情報発信により、地域とのつながりを深め、移住・定住につなげる
　 仕組みが必要である。　　　など

由布市の課題

プロジェクトの内容

目標

※昭和55年（1980年）～平成27年（2015年）は国勢調査、令和２年（2020年）の値は住民基本台帳の実数値
※推計値は、国立社会保障・人口問題研究所が公表した「日本の地域別将来推計人口　令和5（2023）年推計」をもとに、住民基本台帳のデータを用いて独自推計を行ったものです。

総合計画に掲げる「まちづくりの目標」や「目指す将来像」を実現し、
よりよい由布市をつくるために、13のプロジェクトに取り組みます。

総合戦略とは？
由布市が抱える課題を解決し、目指す将来像を実現するために、

今後５年間のまちづくりで、特に力を入れて行う取組を示した計画です。

目標実現に
向けて

取り組むこと

プロジェクト基本構想のまちづくりのテーマ

由布市総合戦略（第3期）
ダイジェスト版

みんなで支え合う、
安心・安全なまちづくり

誰もが健やかに暮らせるまちづくり

豊かな環境の中で
快適な暮らしができるまちづくり

人や文化を育むまちづくり

生業をつなぎ、
地域が潤うまちづくり

由布の魅力発信
ファンとつながるまちづくり

総合戦略  1　みんなで防災プロジェクト

総合戦略  2　みんなで支えるくらしと交通プロジェクト

総合戦略  3　地域コミュニティ強化プロジェクト

総合戦略  4　健康サポート強化プロジェクト

総合戦略  5　持続可能な環境づくりプロジェクト

総合戦略  6　行政サービスデジタル化プロジェクト

総合戦略  7　豊かな住環境創出プロジェクト

総合戦略  8　こどもまんなか 子育て満足度向上プロジェクト

総合戦略  9　学びあふれる豊かな人生プロジェクト

総合戦略 10   次世代につなぐ、儲かる農業実現プロジェクト

総合戦略 11  次世代につなげよう、未来を見据えた仕事づくりプロジェクト

総合戦略 12　持続可能な観光まちづくりプロジェクト

総合戦略 13　ゆふのファンづくりプロジェクト

具体的な
プロジェクトの紹介は

次ページから！
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目標
2060 年に
26,500 人
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2035 年に
31,000 人

由布市の将来人口の推計と目標

目標値推計値実数値


